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定 例 会 議 の 開 催 状 況 

 

１ 日 時 令和７年５月28日（水）午後１時15分～午後４時40分 

 

２ 出席者 斎藤委員長、櫻井委員、和田委員、逸見委員、山田委員 

            本部長、警務部長、生活安全部長、地域部長、刑事部長、交通部長、

警備部長、情報通信部長、警察学校長、首席監察官、組織犯罪対策本

部長 

説明補助者 

      公安委員会事務室長、けいさつ相談室長、留置管理課長、監査室長、

交通聴聞官、運転免許センターセンター長補佐 

 

３ 議題事項 

 (1) 公安委員会宛て苦情申出に対する通知について 

公安委員会宛てに届いた警察職員の職務執行に関する苦情申出について、調

査結果報告を基に審議した結果、申出者に対する通知文を決定した。 

 

(2) 新潟県の警察署の名称、位置及び管轄区域に関する条例及び新潟県警察署協

議会条例の一部改正について 

警務部長から、新潟県の警察署の名称、位置及び管轄区域に関する条例及び

新潟県警察署協議会条例の一部改正について資料に基づき説明があり、審議の

結果、原案どおり決定した。 

 

(3) 令和７年度の留置施設実地監査計画について 

  警務部長から、令和７年度の留置施設実地監査計画について資料に基づき説

明があり、審議の結果、計画を承認した。 

 

(4) 「新潟県警察官被服支給及び装備品貸与条例」及び「新潟県警察交通巡視員

被服支給及び装備品貸与条例」の一部改正について 

警務部長から、「新潟県警察官被服支給及び装備品貸与条例」及び「新潟県警

察交通巡視員被服支給及び装備品貸与条例」の一部改正について資料に基づき

説明があり、審議の結果、原案どおり決定した。 

 

(5) 公安委員会宛て執行停止申立てに対する通知について 

  公安委員会宛てに届いた運転免許取消処分に関する執行停止申立てについ

て、申立てに対する決定をした。 

 

(6) 運転免許関係の意見聴取等について 

交通聴聞官から、運転免許取消対象事案24件について、事案内容及び意見聴

取等結果の説明があり、審議の結果、取消し24件の行政処分を決定した。 

 

４ 報告事項 
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(1) 県監査委員による警察署の監査結果について 

監査室長から、「４月22日付けで県監査委員から通知された29警察署の監査

結果について、指摘は個人情報の取扱、交通事故に関する事項が５署６件、注

意は交通事故、業務管理、物品の管理等に関する事項が23署41件であった。」

旨の報告があった。 

 

(2) 公安委員会宛て「事実の申告」の受理について 

留置管理課長から、公安委員会宛て「事実の申告」の受理について報告があ

った。 

 

 (3) 公安委員会宛て苦情申出に対する調査結果について 

   けいさつ相談室長から、公安委員会宛てに届いた警察職員の職務執行に関す

る苦情申出について調査結果の報告があった。 

 

 (4) 公安委員会宛て苦情申出の受理について（４件） 

   公安委員会事務室長から、公安委員会宛てに届いた警察職員の職務執行に関

する苦情申出４件について報告があった。 

 

 (5) 公安委員会宛て審査請求の取下げ受理について 

   公安委員会事務室長から、公安委員会宛てに届いた審査請求の取下げについ

て報告があった。 

 

 (6) 令和７年４月末の犯罪情勢について 

   令和７年４月末の犯罪情勢について、刑事部長から刑法犯の概況について、

組織犯罪対策本部長から特殊詐欺、ＳＮＳ型投資、ロマンス詐欺の概況につい

て、生活安全部長から特殊詐欺等に係る被害防止の取組について、資料に基づ

き報告があった。 

 

   委員から、「特殊詐欺の相談件数が増加しているが、相談が増えるというこ

とは事件検挙に近づくことだと思うので、相談に丁寧に対応していただきた

い。」旨の発言があった。 

 

   委員から、「侵入盗の認知件数が減少しているが、どのような要因からか。」

旨の質問があり、刑事部長から、「空き家を対象としたベトナム人による窃盗

グループを検挙したことや、空き家対象の窃盗に関する被害防止広報の効果が

現れていると思われる。」旨の説明があった。 

 

   委員から、「特殊詐欺の件数が増加しているが、高齢女性を対象とした従来

型のものが再び増加しているのか。」旨の質問があり、組織犯罪対策本部長か

ら、「現在増加しているのは、警察官をかたり、銀行口座がマネーロンダリン

グに使用されているとの名目で、預金全てを騙し取るもので、年代を問わず被

害に遭っている。」旨の説明があった。 
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   委員から、「他の詐欺については具体的な手口等を周知しやすいが、ロマン

ス詐欺については恋愛感情に乗じたものであり、具体的な手口の周知を図るこ

とが難しいのではないか。」旨の質問があり、刑事部長から、「ロマンス詐欺

は具体的な手口の周知が難しい一面もあり、金融機関から不審な取引について

通報を受けるなどの対策により、被害抑止に取り組んでいる。」旨の説明があ

った。 

 

 (7) 漁師グループによる船舶を利用した金属目的の連続侵入窃盗事件被疑者の検

挙について 

   刑事部長から、漁師グループによる船舶を利用した金属目的の連続侵入窃盗

事件被疑者の検挙について、資料に基づき報告があった。 

 

(8) 令和７年度関東管区広域緊急援助隊（警備部隊）の大隊訓練の実施について 

  警備部長から、令和７年度関東管区広域緊急援助隊（警備部隊）の大隊訓練

の実施について、資料に基づき報告があった。  

 

  委員から、「中越地震の教訓を踏まえ、県警察における災害対処能力の向上

が図れて来た成果を感じる。今後もこのような他県も含めた訓練等を通じて切

磋琢磨し、本県における対処能力向上に努めていただきたい。」旨の発言があ

った。 

 

５ その他 

 (1) 16都道府県公安委員連絡会議の開催結果報告について 

   委員から、５月19日及び20日、静岡県において16都道府県公安委員連絡会議

が開催され本県公安委員が参加した結果について報告があった。 


